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、 

少人数学級・少人数指導のための教員を配置します 

ひとりひとり子どもの学力に応じたきめ細かな指導を目 

的として、市費で非常勤教員を配置して、３５人以下の学 

級や少人数での学習指導を行っています。 

他市に先駆けて、平成１７年度からスタートし、平成２８年

度は市費で小学校５名、中学校４名の非常勤教員を配置してい

ます。 

補助指導員を配置します

個別の学習支援が必要な子どものために、市費で教員資格を

持つ指導員を配置しています。 

平成２３年度から、小中学校全１９校に各校１名の指導員を

配置して、子どもの特性や学力に応じた、個別の学習支援を行

っています。 

 平成２８年度は、小学校３３８名、中学校 

９２名の子どもの支援を行っています。 

１ 

２ 

平成２８年度予算 

２,５６６万２千円 

平成２８年度予算 

３,１００万８千円 



教員の研修・研究を推進します

教員の指導力を高めるために、指導法講座などの研修会 

を開催しています。また、各学校での校内研究会をサポー 

トしています。 

毎年、小学校２校、中学校１校を研究校に指定し、研究の成果

を次の年に「ひびきあう教育研究発表大会」で報告しています。 

平成２８年度の研究校は、大谷小学校、社家 

小学校、柏ケ谷中学校です。 

コンピュータ利用教育を推進します

わかりやすく楽しい授業を展開するために、コンピュー 

タを利用した教育を進めています。 

各学校に、学習用パソコン、大型テレビ、電子黒板、プロ 

ジェクタなどのＩＣＴ機器を整備し、活用しています。 

 平成２８年度は、中学校１年生の教室に電子黒板機能付き 

プロジェクタを設置しました。 

３ 

４ 

平成２８年度予算 

１億９,３６６万７千円 

平成２８年度予算 

１,３５５万７千円 



授業の改善に取り組んでいます

平成２７年度より、「授業改善の手引き」を活用して 

市内の全小中学校で、授業の改善に取り組んでいます。 

「学校応援団」による学校支援を進めています

平成２７年度より、小学校に「学校応援団」を設置し、 

地域の方々の力により子どもと学校を支援する取組を進め 

ています。 

６ 

５ 

教育委員会の指導主事が学校を訪問して、よりよい授業づく

りについて全教職員と話し合いをしています。 

平成２８年度は、小学校７校、中学校４校を訪問しています。

「学校応援団」では、学校の授業や行事の支援、学校環境の

整備などを行うとともに、「えびなっ子スクール」や「あそび

っ子クラブ」などの運営を行っています。 

平成２８年度予算 

３,９０６万６千円 



学習支援ボランティアを充実します

小中一貫教育を試行しています

学習支援ボランティアを募集し、授業での学習支援や 

「まなびっ子クラブ」を行っています。 

平成２８年度は、昨年度に引き続き、有馬中学校区を 

研究校に指定して、子どもを９年間で指導・支援する 

「小中一貫教育」について研究しています。 

８ 

７ 

これまで、多くの学習支援ボランティアに、子どもや学校 

を支援していただいています。 

 平成２８年度の登録者数は、１１月現在で１９０名です。 

平成２９年度から全中学校区で「小中一貫教育」を実施する

ための準備を進めています。 

平成２８年度予算 

２４０万５千円 

平成２８年度予算 

６７２万２千円 


